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平成２９年度第４回佐渡市地域自立支援協議会 議事録  

日時・場所 
日時：平成３０年３月２日（金）午後１時３０分～午後２時４５分まで 

会場：サンテラ佐渡 スーパーアリーナ 会議室 

議 題 

１ 開 会 

２ 議 題 

（１）地域自立支援協議会専門部会の報告について 

（２）第３次佐渡市障がい者計画・第５期佐渡市障がい福祉計画・第１期佐

渡市障がい児福祉計画について 

３ その他 

４ 閉 会 

会議の公

開・非公開 
公開 

参加者 

（１）医療機関を代表する者 

 ・佐渡総合病院            副院長  岡崎 実 

 ・真野みずほ病院           事務長  市川 一之 

 

（２）障害福祉サービス事業所を代表する者 

 ・社会福祉法人佐渡市社会福祉協議会  事務局長 細木 寅雄 

 ・社会福祉法人佐渡福祉会       理事長  彈正 佼一 

 ・社会福祉法人しあわせ福祉会     常務理事 山田 秀夫 

 ・社会福祉法人とき福祉会       理事長  末武 正義 

 ・社会福祉法人佐渡国仲福祉会     理事長  本間 攻 

 

（３）関係行政機関の職員 

 ・新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部 部長   神山 恒夫 

 

（４）市長が必要と認める者 

 ・佐渡市手をつなぐ育成会       会長   佐藤美惠子 

 ・佐渡地域精神障害者家族連合会    会長   山本紀美代（座長） 

 ・佐渡連合商工会           副会長  村川 一嘉 

 ・佐渡市身体障がい者福祉協議会    副会長  椿 淳一郎 

 ・新潟県立佐渡特別支援学校      校長   杉坂 芳文 

 ・佐渡市障がい者相談員        代表   信田 恵子 

 

計１４名 
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専門部会

事務局 

・相談支援事業所 こもれび       相談支援専門員 田中 香織 

（相談支援部会、知的・身体障がい部会） 

・相談支援事業所 さど         相談支援専門員 相田 郁代 

（精神障がい部会）           相談支援専門員 金子 奈津美 

・障がい者就業・生活支援センターあてび 管理者     野田 康子 

（就労支援部会） 

・子ども若者相談センター        センター長   児玉 惠子 

（ひきこもり支援部会、療育支援部会）  主任      中森 一良 

 

計６名 

傍聴者 

・新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部  主査      小林 義則 

・社会福祉法人佐渡福祉会        岩の平園園長  渋谷 正和 

                    法人庶務主任  菊池 茂樹 

                    そよかぜ園長  濱田 雅晴 

               まつはらの家支援課長代理 本間 豊彦 

・社会福祉法人とき福祉会        施設長     雑賀 隆夫 

 

計６名 

事務局 

・市民福祉部社会福祉課         課長補佐    計良 好昭 

障がい福祉係長 兵庫 研司 

                    主事      藤井 祐希 

 

計３名 

資 料 

・地域自立支援協議会 ひきこもり支援部会報告 

・第３次佐渡市障がい者計画・第５期佐渡市障がい福祉計画・第１期佐渡市

障がい児福祉計画（素案）のパブリックコメントにおける意見の概要と市

の考え方について（案） 

・第３次佐渡市障がい者計画・第５期佐渡市障がい福祉計画・第１期佐渡市

障がい児福祉計画（素案） 

・第３次佐渡市障がい者計画・第５期佐渡市障がい福祉計画・第１期佐渡市

障がい児福祉計画（概要版）（案） 

・第３次佐渡市障がい者計画・第５期佐渡市障がい福祉計画・第１期佐渡市

障がい児福祉計画の主な変更点 

・佐渡市地域生活支援拠点等の整備（案）【面的整備型】 

進行及び

協議内容 

１．開会 

[事務局進行] 

＜配布資料の確認＞ 

＜座長に議事進行依頼＞ 
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＜座長よりあいさつ＞ 

 

[座長進行][事務局内容説明] 

２．議題 

（１）議題の地域自立支援協議会各専門部会の取組み状況について報告を事

務局から説明をお願いする。 

 

＜専門部会事務局より一括説明＞ 

 

≪ひきこもり支援部会≫ 

 

 ＜質疑・意見＞ 

 

・佐渡総合病院 副院長 岡崎氏 

 「成功したケースやうまくいったケースなど、どのような成功ケースが

あるのか。また、ひきこもりから自立まで繋げたケースはどのくらいあ

るのか」 

 ひきこもり支援部会事務局 

  「一人ひとり状況は違うため、どれが成功ケース（例：自分の部屋から

出て、家族と食事を摂れた。家から出なかった子が家から出れた）であ

ったかの評価が難しいと考えている。また、関係機関が何度も訪問し、

中々うまくいかないケースも支援に関わらず、本人のちょっとしたきっ

かけでハローワークやサポステに行くような事例もあったりするため、

どれくらい成功ケースがあるかは評価が難しい」 

 佐渡総合病院 副院長 岡崎氏 

  「様々なケースがあると思うが、ケースの積み重ねが大切だと思うので、

引き続き、取り組んでいってほしい」 

 佐渡地域精神障害者家族連合会会長 座長 山本氏 

  「非常に難しい問題だと思うが引き続き、取り組んでいってほしい」 

 

・新潟県立佐渡特別支援学校 校長 杉坂氏 

  「高等学校との連携強化とあるが、具体的な内容とはどのような連携を

考えているのか」 

 ひきこもり支援部会事務局 

  「今まで、小中学校の義務教育については、不登校者の状況などの情報

共有はある程度できていたが、高校になると不登校や中退者の情報が入

ってきていない現状があった。その情報が適切に経由できる体制づくり

が必要であると考えている」 
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 新潟県立佐渡特別支援学校 校長 杉坂氏 

  「現状の動きはないということなのか」 

 ひきこもり支援部会事務局 

  「高校については、年１回学校訪問している。そこでは、子ども若者相

談センターの紹介と情報提供のお願い、現状困っている方の状況把握の

ため、実施しているが個人情報の兼ね合いもあり、中々情報が得られて

いない状況がある。早期に支援の関わりができれば良いが、うまくいっ

ていないのが現状である」 

新潟県立佐渡特別支援学校 校長 杉坂氏 

  「平成２７年度に高等学校等関係機関との連携について検討とあるが、

当時はどの程度まで議論が進んでいたのか」 

 ひきこもり支援部会事務局 

  「今後、高校とも連携が必要ではないかという提案にとどまっている」 

新潟県立佐渡特別支援学校 校長 杉坂氏 

  「高等学校の校長会が毎月ある。その中でも情報を共有したりなど実施

している。特別支援学校や特別支援学級のひきこもり支援が必要とする

生徒も増えてきている。情報交換をする中で、子ども若者相談センター

に相談したなどの声があがっている。中退する場面、卒業する場面で福

祉支援が必要なケースは子ども若者相談センターへ相談するといった体

制づくり、あるいは、その親御さんにこういった相談窓口があるという

情報提供も考えられるので、是非とも検討していただき、連携をとって

ほしい」 

 ひきこもり支援部会事務局 

  「以前から高校との連携が必要あると部会でも話し、今年度から部会の

構成員に高校の校長先生を加えている。今後、先ほど頂いたご意見を踏

まえて、連携を強化していきたいと考えている」 

 

 

（２）議題の「第３次佐渡市障がい者計画」「第５期障がい福祉計画」「第１

期障がい児福祉計画」について協議したいと思います。 

 

＜事務局より説明＞ 

事務局より以下の項目を一括説明 

・パブリックコメントにおける意見の概要と市の考え方（案） 

・前回の地域自立支援協議会からの計画の主な変更点 

・概要版（案） 

・地域生活支援拠点等の整備（案） 

 



5 

 

 〈パブリックコメントにおける意見の概要と市の考え方（案）〉 

   「平成３０年１月１９日（金）～平成３０年２月１９日（月）まで、

意見の募集を行い、計６名の３４件の意見をいただいた。計画書に反

映した箇所については、計画の主な変更点に記載している」 

 〈前回の地域自立支援協議会からの計画の主な変更点〉 

   「変更は、第３次佐渡市障がい者計画と第５期佐渡市障がい福祉計画・

第１期佐渡市障がい児福祉計画を統合し、目次を追加。障がい福祉計

画の後に、資料編を追加。資料編には、本協議会の要綱や構成図、用

語集を追加している。表中右に『加筆修正済の有無』があるが、済み

となっている項目は、現計画書（案）に反映している箇所になり、空

欄は計画書（案）に反映されていない箇所となる」 

 〈概要版（案）〉 

   「計画趣旨や計画期間等を記載。今までの概要版にはルビが振られて

いなかったが、市民の皆様に少しでもわかりやすいようにルビを追加。 

今後、印刷製本する際には、構成の修正と親しみやすいイラストを追

加する予定」 

 〈地域生活支援拠点等の整備（案）〉 

   「本計画（案）にも記載しているが、平成 29年 4月から既存の機能連

携に基づく面的整備型で検討を進め、平成 30年から要綱を制定し、施

行する」 

 

 ＜質疑・意見＞ 

・新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部 部長 神山氏 

   「パブリックコメントを受けての主な変更点についてだが、計画書（案）

の７１ページの工賃水準引き上げの取り組みで、『福祉分野との農業分

野をはじめとする他産業分野と連携し、障がい者雇用率の向上を図っ

ていきます』と施策概要を追加するようだが、工賃水準の引き上げの

取り組みの標題に対し、『･･･障がい者雇用率の向上を図っていきます』

という文章の締めになっている趣旨を教えてほしい」 

 事務局 

   「ご指摘のとおり、標題と文章の締めの整合性が取れていない。文章

の締めを工賃水準の引き上げを図っていくというような表現に変更し

ていく」 

 新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部 部長 神山氏 

   「この考え方には賛同するので、是非積極的に取り組んでほしい」 

 

・佐渡総合病院 副院長 岡崎氏 

   「地域生活支援拠点等の面的整備で、相談の 24時間 365日の相談窓口
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の創設検討とあるが、これからそのような窓口を設置するということ

なのか」 

 事務局 

   「平成 29年 4月より、佐渡市の社会福祉課内に『佐渡市障害者基幹相

談支援センター』を設置している。本センターは 24時間 365日で対応

が可能となっているが、今後、他の相談支援事業所等と連携をし、さ

らに充実したものとなるよう取り組んでいく」 

 佐渡総合病院 副院長 岡崎氏 

   「ワンストップ対応が可能となる体制は非常にありがたい。是非とも、

その体制を強化していってほしい。また、相談を受ける側も短期での

交代でなく、ある程度長い年数携わってもらえると顔がみえる関係が

築きやすいと考えるため、検討してほしい」 

 

 

・佐渡地域精神障害者家族連合会会長 座長 山本氏 

   「他にご意見がないようなので、まとめたいと思う。先ほどの事務局

の説明、意見等を踏まえ、本計画（案）を承認される方は挙手をお願

いしたい」 

 

 

 ≪ 参加者 全 14名 挙手 ≫ 

 

 

・佐渡地域精神障害者家族連合会会長 座長 山本氏 

   「ご賛同ありがとうございました。それでは計画について、計画書及

び概要版の印刷製本を引き続き進めてほしい。また、平成 30年度から

新計画が始動となるが、基本理念である『障がい者の健やかな生活と

自立を、思いやりで支える安全安心な島（まち）づくり』を念頭に置

いて、市だけでなく、本協議会に参画している参加者の皆様、その関

係者等が一丸となって、この計画が実りあるものになるよう協力をお

願いしたい」 

 

 

３．その他 

＜佐渡地域振興局健康福祉環境部から連絡＞ 

[平成 29年度第 3回佐渡圏域障害者地域生活支援連絡調整会議の報告] 
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＜座長よりあいさつ＞ 

＜座長終了＞ 

 

[事務局進行] 

４．閉会 

 

備 考 
第 4 回地域自立支援協議会を欠席された 3 名の参加者には、事前に資料送付

をし、計画書（案）を確認した上で、3名とも計画の賛同をいただいている。 

 


